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 鋼板にf乍用する電磁力
 数値計算にて片側式リニアインダクションモ日夕の電磁力周波数特性を調査した結果を図7
 に示す。磁化による吸引力とローレンツカによる反発力が相殺され、垂直方向遭磁力が0にな
 る交差周波数が存在することが確認された。したがって、この交差周波数における操業を行うこ
 とで、垂直方向電磁力の影響は低減出来るものと考えられる。3次元モデルにおいて、この交差
 周波数5kHzにおける推力を張力換算し
 た結果、その値は実設備での張力値の7～
 20%に相当することが確認された。また加
 熱特性では、トランスバース磁束型加熱方
 式の特有課題とも',言える鋼板内の温度分布
 不均一化が確認された。この均温化に関し
 ては、今後の課題と言える。
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 図7:電磁力の周波数特性
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 5.おわりに
 本論文中で検討した誘導加熱を鉄鋼製造プロセスに適用した際に生じる固有課題の解決は、高
 効率操業化、操業安定化を阻害するトラブル防止、高品質製品製造の実現に寄与することが可能
 であり、これにより鉄鋼プロセスヘの電磁誘導加熱の高品位化にも大きく貢献できるものと確信
 している。また、この高品位化実現に加えて、安全性や均熱性といった従来課題をも解決する誘
 導加熱プロセスを構築した時、誘導加熱プロセスの省エネ・高効率化、ひいては鉄鋼プロセスの
 省エネ・高効率化実現による環境負荷低減への真の貢献が出来るものと考えている。
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 論文審査結果の要旨
 本研究は、鉄鋼プロセスにおける重要な技術である釣瓶り1撚技術に関して、高品位鉄鋼製・造プロセスにおいて必
 要とされる電磁誘導加烈支術の実現を目的としたものであり、'謳磁誘導加鮒支術を鉄鋼プロセスに適用したときに
 初めて発現する技術課題に対してその対策、提案を行ったものである。
 第一一章では、鉄鋼プロセスにおける環境負荷低減櫛「紛重劇生1こついて言及し、高効率かつ高品位製造プロセス
 を実現する釦版の加熱方法として、局所加熱および急速加熱といった誘導加熱技術が優位性を持ちうることを論述
 した。その中で、誘導加熱技術を鉄鋼プロセスに適用したときに初めて発現する技術課題として以下の3課題につ
 いて研究を行った。
 第ニニ章では、鉄鋼プロセスにおいて発生する複合現象(移動、加熱、成形による形状変化)へσ)電磁現象適-用に
 対して、高速にプロセス設計できる解析手法を提示し、その有効性を示した。この解析手法により、複合現象にお
 ける誘導加熱の適用検討が進み、高効率プロセスを目指す同技術の実用化が進展したものといえる。
 第三章では、通常は電気絶縁されているが時々導通しうる鉄鋼プロセスの長大な銘版において、電磁誘導加熱技
 術を適用したことで初めて発現するスパーク発生現象に対して、スパーグ嗣王の発生現象の解明とその対策を提示
 し、その有効性を示し鳥スパーク電圧は、通常ワ)誘導加熱装置においても発生しうる現象で、今後の誘導加熱の
 適用時における解決技術として高く言三階できるものである。
 第四章では、リニア誘導モータによって薄鋼板に張力と加熱とを同時に付与する装置において生じる技術課題と
 して、鋼板に作用する電磁吸引力による不安定挙動について言及し、電磁吸引力が渦電流による誘導反発力と相殺
 する交差周波数によって、鋼板の不安定性を解消しうることを示した。これは、リニア誘導モータの薄釦版応用に
 おいて不可避的技律課題であり、これにより、同技術の進展が期待できる。
 以上のごとく本研究は、通常の嘱磁誘導加熱技術としては問題とならなかったが、鉄鋼プロセス応用において初
 めて問題となった技術課題に対して、数値解析手法および電磁コイル形状、励磁周波数の点で対策、解決策を提示
 している点で、学術獅1雁および工業的価値を有する有意義な知見となっている。本研究によって、電磁誘'導加熱
 による高品位プロセスの実現につながり、その結果、環境負荷低減に優れたプロセスおよび材料が実現しうるもの
 といえる。
 よって、本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める。
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